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１ 児童生徒の実態 

  鉄琴や木琴を２音以上の音階を弾くときに、拍意識があるのに、他のいろいろなところをたたいてしまう児童。 

２ 期待する効果、伸ばしたい力 

  伴奏にあった音やメロディーを自分で出させることを通して、曲の和音に合った音の響きを感じたり、メロディーを意識しメロディーを弾こ

うとする意識や意欲を高める。 

 

支援者の指差しで、できる児童には不要。指差しだと他のところをたたいてしまう児童用に作った。 

今回は、増田祐子作曲の「くるるんかさ」という曲で使用した。５小節目から、Ｃ，Ｄｍ、Ｅｍ，Ｆ，Ｇ，Ａｍ，Ｂ♭，

Ｃなので、１小節ずつ鉄琴をドレミファソラシ♭ドと一個ずつスライドするように動かす。穴でない紙の部分をたたくと音

がよく鳴らない。穴の部分をたたくよう意識させる。 

使い方：児童が鳴らす音のところに、支

援者が穴を移動させる。児童は穴の部分

をたたくことで伴奏の和音に合った音

やメロディーの音を鳴らすことができ

る。 

作り方：画用紙で鉄琴の低音の方の一音

より一回り大きな枠を切り抜く。 

 

 


